
　⑵　児童質問紙調査

児童質問紙調査

○学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査

　・　実生活において不可欠であり、常に活用で きるよう

になっていることが望ましい知識・技能

　・　様々な課題解決のための構想を立て実践 し、評

価・改善する力

主として「知識」に関する問題（Ａ） 主として「活用」に関する問題（Ｂ）

平成２７年度「全国学力・学習状況調査」における

小学校の結果分析と今後の取組について

　文部科学省による「全国学力・学習状況調査」について、平成２７年４月２１日（火）に、６年生を対象として、「教科（国語，算

数，理科）に関する調査」と「児童質問紙調査」を実施いたしました。

　この度、本年度の調査結果を分析し、今後の取組についてまとめましたので、お知らせいたします。

学校の現状を知っていただくとともに、ご家庭での取組の参考にしていただきたいと思います。

　なお、本調査により測定できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。本校で

は、他の教科等も含め、総合的に学力向上を目指しています。

１．調査の目的

　⑴　義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育

　　施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

　⑵　学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

　⑶　そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

　・　身につけておかなければ後の学年等の学 習内容に

　　影響を及ぼす内容

　・　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力

２．調査内容

　⑴　教科に関する調査（国語，算数，理科）

中井



本市

全国

本市

全国

本市

全国

１．教科に関する調査結果の概要

算数Ｂ

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均より下回っている。数学的な考え方に課題がある。
・割合などの数量関係に課題がある。難しさを感じる問題なので、繰り返し問題を解き、数
学的な考え方を定着していく必要がある。

理科

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均を下回っている。全国平均との差も大きい。
・特に観察・実験の技能の定着に課題がある。器具の名称を正確に覚え、実験を通して適
切な扱い方を身に付ける必要がある。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題 ・平行四辺形の性質を基に、平行四辺形を構成できる辺の組み合わせを理解している。

努力が必要な問題 ・示された情報から基準量を求める場面と捉え、比較量と割合から基準量を求める問題の正答率が低かった。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題
・打ち水の効果について、グラフを基に地面の様子と気温の変化を関係付ながら考察する問題の正答率が高かっ
た。

努力が必要な問題 ・特にメスシリンダーや顕微鏡など実験器具の名称や使い方が身に付いていない。

算数Ａ

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均を下回っている。繰り上がりのある計算はできるが、小数や分数の計算に課題
があるので、小数や分数の計算により力を入れていく必要がある。
・数量関係や図形についての知識・理解に課題がある。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題 ・繰り上がりのある２位数の加法の計算は、無解答もなく、正答率も高かった。

努力が必要な問題 ・円の性質や立体図形の辺や面の位置関係を理解するなど、図形問題の正答率が低かった。

国語Ｂ

全体的な
傾向や特徴など

・全国平均を下回っている。
・日頃の学習では、量をたくさん書くことはできるが、内容を関係付けたり整理したりしなが
ら自分の考えを書くことに課題があるので、今後は質を高めていく必要がある。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題 ・目的に応じ、中心となる語や文を捉える問題の正答率が高かった。

努力が必要な問題
・声に出して読むときの工夫とその理由を書く問題の無解答率が高かった。
・文章と図を関係付けて、自分の考えを書いたり、目的や意図に応じて内容を整理しながら書いたりする問題の正
答率が低い。

②　学力調査結果の分析

国語Ａ

全体的な
傾向や特徴など

・多くの問題で全国正答率を上回っているものの、全体として全国正答率を下回っている。
・文中における主語を捉える問題や漢字の書き取りに課題があるため、文章を読み取る
力、漢字を書く力を身に付けていく必要がある。

全国平均正答率との比較

下回っている

よくできた問題 ・具体的な事例を挙げて説明する文章を書く問題は、正答率が高かった。

努力が必要な問題
・漢字を読むことはできるが、漢字を書く問題の無解答率が高く正答率も低いので、漢字の書き取りを徹底する必
要がある。

平成２７年度

平成２６年度
（理科：平成24年度）

平成２５年度

①　学力調査（国語Ａ・Ｂ，算数Ａ・Ｂ，理科）結果

小学校　「平成２７年度　全国学力・学習状況調査」の結果について中井

国語Ａ

60.3

62.7

69.1

72.9

67.1

70

国語Ｂ

46.3

49.4

52.6

55.5

62.1

理科

59.7

60.9

57.3

60.865.4

算数Ａ

74.6

77.2

76.2

78.1

73.3

75.2

算数Ｂ

56.5

58.4

55.4

58.2

43.7

45



③　学校での学習状況に関する調査結果

④　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

⑤　学校における学習状況に関する調査結果の分析

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

・学力向上の基礎となる、授業改善の「めあて」「まとめ」の徹底に取り組んできた結果、目標とまとめを書く項目で、全国平均を上回るこ
とができた。
・１日に１回は、小グループでの話合いの場を設けるように授業改善に取り組んできたため、自分の考えを発表する機会を与えることが
できた。
・読書に対する関心が年々減尐の傾向にある。読み聞かせや読書の時間を設置し、本を読む楽しさ、読み取る力を身に付けていく必要
がある。
・算数に対する関心が年々減尐し、全国平均よりも大きく下回っている。基礎・基本の徹底を図り、一人一人が「わかる・できる」よろこび
のわく算数の授業展開を工夫する必要がある。

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

※　「当てはまる」「どちらかと
言えば当てはまる。」 ※　「当てはまる」「どちらか

と言えば当てはまる。」

質問番号

質問事項

43

授業で扱うノートには，学習の目標（め
あて・ねらい）とまとめを書いていたと思
いますか。

38

授業では，自分の考えを発表する機会
が与えられていると思いますか。

58

算数の勉強は好きですか。

51

読書は好きですか。

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6
0.7
0.8
0.9

1
1.1

授業で扱うノートには，学習の目標（めあて・ね

らい）とまとめを書いていたと思いますか。 

授業では，自分の考えを発表する機会が与えら

れていると思いますか。 

算数の勉強は好きですか。 

読書は好きですか。 

本校 

本市 

全国 

72.8  

76.8  

66.6  

16.5  

15.0  

20.5  

4.9  

5.4  

8.7  

5.8  

2.7  

4.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

47.6  

52.3  

56.9  

37.9  

29.7  

29.8  

8.7  

13.1  

9.9  

5.8  

4.9  

3.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

18.4  

35.2  

38.7  

33.0  

28.1  

27.9  

26.2  

19.8  

19.2  

22.3  

16.8  

14.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

42.7  

50.3  

48.9  

25.2  

22.9  

23.9  

16.5  

14.8  

15.7  

15.5  

12.0  

11.5  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 



①　家庭学習習慣に関する調査結果

②　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

③　家庭学習習慣に関する調査結果の分析

※　３０分間以上 ※　「している」「どちら
かと言えばしている。」

・ほとんどの児童が宿題をしているが、出されたものをするだけで終わっているようで、家庭での学習時間は１時間以下の児
童が多い。
・自分で計画を立てて勉強している児童の割合も、全国平均を下回っている。授業の中で、さらに調べたい、学習を深めたい
と思えるような問題を投げかけ、学習事例を提示するなど、家庭学習の具体的な取り組み方を指導する必要がある。

家で，自分で計画を立てて勉強をして
いますか。

※　１時間以上

質問番号

質問事項

13

学校の授業時間以外に，普段(月曜日
から金曜日)，１日当たりどれくらいの
時間，勉強をしますか。（学習塾で勉強
している時間や家庭教師の先生に教
わっている時間も含みます。）

16

学校の授業時間以外に，普段(月曜日
から金曜日)，１日当たりどれくらいの
時間，読書をしますか。（教科書や参考
書，漫画や雑誌は除きます。）

※　「している」「どちら
かと言えばしている。」

２．家庭生活習慣等に関する調査結果の概要

21

家で，学校の宿題をしていますか。

20

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2
家で，学校の宿題をしていますか。 

家で，自分で計画を立てて勉強をしています

か。 

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金

曜日)，１日当たりどれくらいの時間，勉強をし

ますか。（学習塾で勉強している時間や家庭

教師の先生に教わっている時間も含みます。） 

学校の授業時間以外に，普段(月曜日から金

曜日)，１日当たりどれくらいの時間，読書をし

ますか。（教科書や参考書，漫画や雑誌は除

きます。） 

本校 

本市 

全国 

92.2  

86.2  

87.4  

6.8  

10.2  

9.4  

1.0  

2.8  

2.5  

0.0  

0.7  

0.7  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 

18.4  

18.2  

27.4  

31.1  

30.8  

35.4  

30.1  

35.1  

28.1  

20.4  

15.8  

9.1  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

している どちらかといえば、している あまりしていない 全くしていない 

4.9  

9.3  

11.1  

7.8  

12.3  

14.6  

21.4  

26.4  

37.0  

33.0  

30.4  

25.1  

26.2  

15.9  

9.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

3時間以上 2～3時間 1～2時間 30分～1時間 30分以内 全くしない 

10.7  

8.3  

7.5  

8.7  

10.0  

10.1  

8.7  

19.2  

20.1  

21.4  

24.2  

26.5  

25.2  

15.6  

15.8  

25.2  

22.8  

19.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

2時間以上 1～2時間 30分～1時間 10分～30分 10分以内 全くしない 



④　生活習慣等に関する調査結果

⑤　本校と本市の対全国比（全国を１とする）

⑥　生活習慣等に関する調査結果の分析

7

友達の前で自分の考えや意見を発表
することは得意ですか。

質問番号

質問事項

※　「当てはまる」「どちらかと
言えば当てはまる。」

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

・学習の中で話し合う機会を多く取り入れている為、日頃の生活の中でも、自分の考えや意見を発言できるようになってきて
いる。また、自分にはよいところがあると答えた児童が多いことから、自尊感情が高まってきていることが分かる。
・「人の役に立つ人間になりたい」という気持ちは高まっている。しかし、地域や社会をよくするために何をすべきか考えること
まで至っていない。まずは、身近な社会である学級や学校のために何ができるかを考え、行動に移せるようにしていく必要が
ある。

35

人の役に立つ人間になりたいと思いま
すか。

29

地域や社会をよくするために何をすべ
きかを考えることがありますか

6

自分には，よいところがあると思います
か。

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

※　「当てはまる」「どちらか
と言えば当てはまる。」

30.1  

32.7  

36.3  

46.6  

40.1  

40.1  

14.6  

17.8  

16.1  

8.7  

9.4  

7.5  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

19.4  

19.6  

20.6  

38.8  

28.6  

30.6  

25.2  

32.8  

33.0  

16.5  

19.0  

15.8  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

75.7  

69.4  

71.6  

17.5  

22.7  

22.1  

6.8  

5.2  

4.3  

0.0  

2.7  

1.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

11.7  

12.6  

14.8  

18.4  

26.4  

30.0  

37.9  

36.5  

36.1  

32.0  

24.5  

19.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本校 

本市 

全国 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

友達の前で自分の考えや意見を発表するこ

とは得意ですか。 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 

地域や社会をよくするために何をすべきかを

考えることがありますか 

自分には，よいところがあると思いますか。 

本校 

本市 

全国 



①　教科に関する取組（全校で・学年で・学級で）

②　家庭生活習慣等に関する取組

○　学力向上に関する職員会議の定期的な実施（学力向上推進委員会を開く）
◎　学力向上のための「学習タイム」を確実に実施する。
　　・　火：計算、水：読書、金：辞書引き・視写を行う。　○１１・１２月はアシストシートに取り組む。
　　　　月、木の朝自習には音読と漢字に取り組む。
　　・　学力調査・ＣＲＴの過去問、アシストシート等のプリントをいつでも使えるように準備する。
○　過去問、アシストシート、活用力を高めるワークの活用
　　・　アシストシート、過去問を宿題とし、朝自習で答え合わせ、解説、やり直しをする。
　　・　アシストシート、過去問を冊子にして冬休み・春休みの宿題とする。
　　・　活用する力を高めるワークを学習のまとめや宿題で活用する。
◎　学習の中に意識的に「自分の考えを書き、説明する」活動を多く取り入れる。
　　・　１日に１回は、小グループでの話合いの場を設けるようにする。
◎　算数道場の実施
　　・　給食準備中に管理職等が低中高学年に分かれて担当し、算数の時間にやり残した練習問題などを確実に習熟させる
ようにする。

◎　自主学習のススメ
　　・　家庭学習の取組例を提示した「家庭学習の手引き」を全校児童に配布する。
　　・　学級懇談会で各担任が「家庭学習の大切さ」や「実施する際の留意点」を話し、保護者に啓発する。
　　・　「家庭学習チャレンジハンドブック」の活用を促し、月に一度は担任が点検をする。
　　・　お手本となるノートを背面黒板に掲示するなど、自主学習ノート活用の意欲付けをする。
　　・ １１月の学級懇談会で、家庭学習マイスター賞の説明をするとともに、応募を呼びかける。
◎　「中井小スタンダード」の徹底
　　・　４月に全家庭に配布し、周知徹底し、全教員が共通理解のもと指導にあたる。
　　・　学期ごとに再度スタンダードの確認をし徹底する。
◎　全国学力・学習状況調査の課題と今後の取組等を学校だよりで保護者へ周知する。また、６年生保護者には、学級懇談
会の際に結果の概要と児童の得意・不得意なところを示し、今後の家庭学習に生かせるようにする。

３．調査結果から明らかになった、課題解決のための重点的な取組（全校・学年・学級・教科毎の取


